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静岡大学の理念と目標 

  

 

理念「自由啓発・未来創成」 

 

静岡大学は、旧制の静岡高等学校、静岡第一師範学校、静岡第二師範学校、静岡青年師

範学校、浜松工業専門学校（旧浜松高等工業学校）の統合（1949 年）と静岡県立農科大学

の移管（1951 年）を経て誕生しました。統合前の前身校では、いずれも大正デモクラシー

下の自由な社会の雰囲気を背景として、学生の主体性に重きをおく教育方針がとられまし

たが、なかでも浜松高等工業学校では、「自由啓発」という理念のもと、学生たちを試験

や賞罰によって縛るのではなく、できる限り自由な環境のなかに置き、ひとり一人の個性

を尊重することを通してその才能を発揮させることをめざす教育が行われました。 

 

この理念は、教育だけでなく、なにごとにもとらわれない自由な発想に基づく独創的な

研究、相互啓発的な社会との協働に不可欠であり、時代を越えて受け継がれるべきもので

す。静岡大学の学生・教職員は、このような認識の下で、教育、研究、社会連携・産学連

携、国際連携の柱として、「自由啓発」の理念を引き続き高く掲げ、共に手を携えて地域

の課題、さらには地球規模の諸問題に果敢にチャレンジするとともに、人類の平和と幸福

を絶えず追求し、希望に満ちた未来を創り出す「未来創成」に全力を尽くします。 

 

静岡大学は、以上のような意味での「自由啓発・未来創成」の理念のもと、静岡県に立

地する総合大学として、地域の豊かな自然と文化に対する敬愛の念をもち、質の高い教育、

創造的な研究による人材の育成を通して、人類の未来と地域社会の発展に貢献していきま

す。 

 

 

教育の目標 

 

○多様な文化と価値観を尊重する豊かな人間性とチャレンジ精神を有し、高い専門性と

国際感覚を備えた、人類の未来と地域社会の発展に貢献できる人材を育成します。 

 

○上記の人材を育成するために、国際水準の質の高い教育を行うとともに、学生・教職

員の協働のもと、学生が主体的・能動的に学習する教育を推進し、さらに、学生が地

域づくりの一員として、自由闊達に地域の人々と交流し、学びあい、地域課題の解決

に向け連携・協働する取組を進めます。 

 

 

 



 
  

研究の目標 

 

○真理を探究する基礎研究から技術開発や課題解決のための応用研究にわたる独創的な

研究を推進し、研究成果を国際社会や地域社会及び産業界に還元することにより、人

類の知及び学術文化の継承と発展に貢献します。 

 

○地域の知の拠点として、多様な研究を通して地域社会の発展に貢献するとともに、世

界をリードする研究に取り組み、研究上の強みと特色のある分野では世界的研究拠点

の形成を目指します。 

 

社会連携・産学連携の目標   

 

○社会の中の一員として、社会に開かれた教育研究を推進するとともに、社会が直面す

る課題に協働して取り組み、成果の発信と共有及び知と価値の共創を通して社会に貢

献します。 

 

○地域社会と学生・教職員が相互に啓発しあう関係を構築するとともに、地域との協働

による課題解決を通して、地域社会の価値の創造と持続的な発展に貢献します。 

 

○地域イノベーションをリードする人材の育成や産官学金連携による共同研究、ベンチ

ャー企業の活動支援等を通して、地域の新産業・雇用の創出に貢献します。 

 

国際連携の目標 

 

○諸外国と学生・教職員の幅広い交流や留学生の積極的な受入れを通して、グローバル

に活躍できる人材を育成し、大学の国際化を推進します。 

 

○地域社会に根ざした国際連携を推進し、地域と手を携えながら、地域社会とアジア、

そして世界とをつなぐ、人や文化・産業の橋渡しの役目を果たします。 

 

大学運営の目標 

 

○「自由啓発・未来創成」の理念のもと、教育、研究、社会連携・産学連携、国際連携

の目標を達成するため、経営基盤の効率化と適正化を図り、学問研究の自由を尊重し

た透明性の高い大学運営を行います。また、国立大学としての社会的役割を果たすた

め、学生・教職員が持てる力を充分に発揮できる環境の維持に努めるとともに学内外

からの意見や批判を積極的に受け止め、社会に開かれた大学を目指します。 

 


